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　４月の第３日曜日に行われる等覚寺の松会は、かつて山伏の修験の場として
栄えた等覚寺地区に約千年以上にわたり受け継がれている修験道の祭礼です。
特に松会当日、施主盛一臈が高さ三十三尺（約11メートル）の松柱に登り、大
幣を太刀で切り落とし豊凶を占うとされる「幣切り」は、全国に唯一等覚寺に
のみに残る貴重な行事です。

　青龍窟は、カルスト台地平尾台の東側に位置しており、長さ1,785ｍ以上、
高度差65ｍで平尾台にある200ほどの洞窟の中でも最も大きな洞窟の一つで
す。洞口ホールには、かつての山岳修験道等覚寺の行場や奥の院があったとさ
れており、現在も「等覚寺の松会」の行事がおこなわれています。洞窟の奥か
らはトウヨウゾウ・ナウマンゾウなどの絶滅した動物の化石がみつかっており

「化石の宝庫」とも呼ばれています。

　石塚山古墳は、前方部二段、後円部三段からなり全長130メートルに復元でき、
古墳時代前期としては九州で最大級の前方後円墳です。地元の宇原神社に石塚
山古墳出土品として、三角縁神獣鏡７面等が現存し、国の重要文化財に指定さ
れています。

　苅田町は、日本有数の企業が集まる工場の町でもあります。昼間とは違う表
情を見せる工場の夜景は、工場夜景ファンの中でも、特別なスポットの一つと
なっています。その特徴は、複雑かつ立体的な配管と全体を美しく彩る採光です。
海にその光が反射し、幻想的な世界が広がります。

等覚寺の松会
（国指定重要無形民俗文化財）

石塚山古墳
（国指定史跡）

工 場 夜 景

　福岡県公民館連合会では、市町村の特色ある公民館活動や公立公民館一覧、県公連の活動状況、
実践交流会で発表された実践事例等をホームページに掲載し、情報提供に努めています。

　YahooやGoogleなどの検索サイ
トから「福岡県公民館連合会」と入力
してもご覧になれます。

○「お知らせ」に新着情報を掲載して
いきます。

○「福岡県公民館大会誌」にこれまで
の大会誌を掲載しています。

　年３回ホームページ上で発行してい
ます。（７月、11月、３月）

○市町村のページ特集
　「特色ある公民館活動」
○こちら県公連

福岡県公民館連合会ホームページ

福岡県公民館連合会ホームページ http://www.fukuokaken-kominkan.jp/

県公連と県内公民館を結ぶ
情報誌です。

定期更新（年３回）以外に、新着情報の随時更新を行います。
ぜひ、ご覧ください。

青　龍　窟
（国指定天然記念物）

せい　　りゅう　　くつ

と　かく　じ まつ　え

もりいちろう

と  かく  じ まつ  え



第６４回福岡県公民館大会　県公連会長挨拶

　県内各地から、公民館に関わっておられます皆様の御参加をいただき、ここ苅田町にお
きまして、第６４回福岡県公民館大会が盛大に開催されますことをたいへん嬉しく思って
おります。
　また、地域の公民館活動の振興に顕著な御功績があった方々に対しまして、福岡県公民
館連合会から表彰をさせていただきます。表彰を受けられます皆様には、心から敬意を表
しますとともに、感謝申し上げます。
　さて、現在我が国は、少子化による人口減少、急速な高齢化、グローバル化、第４次産
業革命の進展など大きな変革の中にあります。地域社会においては、都市部への人口集中
の傾向が強まる中で、地域の伝統行事等の担い手の減少、人と人とのつながりの希薄化に
よる社会的孤立の拡大など様々な課題に直面しています。
　このような現状を鑑みると、これからの公民館には、学校や社会教育団体、企業、NPO
等の多様な主体と連携し、住民の主体的参画による持続可能な地域づくりに貢献すること
が求められているといえます。そのためには、これまで公民館が半世紀以上培ってきた地
域づくりのノウハウと「つどう・まなぶ・むすぶ」機能を生かし、様々な地域課題の解決
に取り組むことが重要であると考えております。
　本大会は、こうした視点を踏まえて、テーマを「持続可能な地域づくりに向けて　公民
館が進む道～地域住民を巻き込む一体的な取組を創造する公民館活動～」としています。
講師には、昭和女子大学総合教育センター特任教授・同コミュニティサービスラーニング
センター長の興梠寛様をお招きし、「魅力ある地域づくりを担う公民館の役割を創造する」
～住民の参画意識・自治力を高める公民館活動の工夫～と題して御講演していただきます。
パネルディスカッションでは、「持続可能をめざした地域づくりに向かう公民館活動の在
り方」をテーマに、地域づくりの拠点としての公民館の在り方について協議を深めてまい
りたいと考えております。
　皆様方にとりまして、本大会を公民館実践交流会への指針としていただくとともに、実
り多き大会となりますことを心から願う次第です。
　結びに、本大会の開催に当たり、準備から運営に至るまで多大なる御支援を賜りました
地元苅田町をはじめ、京築地区の皆様、関係各位に心から感謝申し上げますとともに、御
参加いただいた皆様のますますの御活躍と御健勝を祈念申し上げ、挨拶といたします。

� 令和元年７月２６日

福岡県公民館連合会

会長���木 原  　 忠
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第６４回　福岡県公民館大会開催要項

１　趣　　　旨 近年、少子・高齢化、高度情報化、都市化・過疎化の進行、生活様式や価
値観の多様化等、社会情勢が急激に変化しています。その結果、地域の担い
手不足や人間関係の希薄化などが懸念され、いかにして持続可能で活力ある
社会を構築していくかが問われています。
本大会は、県内の公民館関係者・コミュニティ施設関係者が一堂に会し、
県内外の実践の紹介や協議をとおして、ともに学び合い、公民館の機能と果
たすべき役割を再認識し、取組への意欲を向上させるとともに、今後の公民
館等の活動を一層充実させることをめざします。

２　大会テーマ 「持続可能な地域づくりに向けて　公民館が進む道」
� ～地域住民を巻き込む一体的な取組を創造する公民館活動～

３　主　　　催 福岡県公民館連合会、福岡県教育委員会

４　共　　　催 苅田町教育委員会

５　後　　　援 福岡県、苅田町、福岡県市長会、福岡県町村会、福岡県市町村教育委員会連
絡協議会、福岡県社会教育委員連絡協議会、福岡県視聴覚教育協会、福岡県
ＰＴＡ連合会、福岡県地域婦人会連絡協議会、福岡県子ども会育成連合会、
福岡県文化団体連合会、福岡県明るい選挙推進協議会、福岡県金融広報委員会

６　期　　　日 令和元年７月２６日（金）

７　会　　　場 苅田町立中央公民館　
　　〒800－0351　福岡県京都郡苅田町京町２丁目５番地
　　TEL：093－436－0061

※公民館（市民センター・コミュニティセンター等を含む。）
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８　参　加　者 約1,000名　
公民館等職員、自治（町内）公民館等関係者、市民センター関係者、コミュ
ニティ施設関係者、公民館運営審議会委員、社会教育委員、社会教育関係団体、
生涯学習・社会教育関係者、学校教育関係者　等

９　日　　　程 11：15 ～� 受　　　　付

12：00 ～� 開会・記念式典

12：50 ～� 講　　　　演（80分）
� 「魅力ある地域づくりを担う公民館の役割を創造する」
� �～住民の参画意識・自治力を高める公民館活動の工夫～
� 　昭和女子大学総合教育センター特任教授
� 　昭和女子大学コミュニティサービスラーニングセンター長
� 　興梠　　寛�氏

14：25 ～� パネルディスカッション（90分）
� テーマ「持続可能をめざした地域づくりに向かう公民館活動の在り方」
� 【コーディネーター】
� 　昭和女子大学総合教育センター特任教授
� 　昭和女子大学コミュニティサービスラーニングセンター長
� 　興梠　　寛�氏
� 【パネラー】
� 　（公財）広島市文化財団　古田公民館
� 社会教育主事　為政　久雄�氏
� 　宮崎県綾町自治公民館連絡協議会� 会長　玉田　清人�氏

16：00� 閉　　　　会
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福岡県公民館連合会表彰

種別 番号 市町村名 氏　　名 所属 役職名 業　　　績

公
　
　
立
　
　
公
　
　
民
　
　
館

1

福岡市

木
き

村
むら

　 洋
ひろし 東

ひがし

区
く

奈
な

多
た

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【地域づくり】人と人とのふれあいを大切にし、
公民館が出会いや学習、体験、交流などの拠点
となるように努めるなど住民に愛される公民館
づくり、地域づくりに貢献した。

２ 長
ちょう

　 泰
やす

壽
とし 東

ひがし

区
く

香
か

椎
しい

下
しも

原
ばる

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【地域づくり】事業を通じてさまざまな年代の
人々が気軽に集え、コミュニケーションがとれ
る拠点となる公民館づくりに努めるなど地域住
民主体の地域づくりに貢献した。

３ 中
なか

島
しま

佳
よし

江
え 早

さわ

良
ら

区
く

飯
いい

原
はら

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【地域づくり】子どもの健全育成のための取組や
高齢者を対象とした事業など地域の特性にあっ
た活動の企画・運営を行うなど精力的に取り組
み、地域づくりに貢献した。

４ 山
やま

部
べ

八
や

重
え

子
こ 早

さわ

良
ら

区
く

百
もも

道
ち

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【地域づくり】生涯学習の場、ふれあいの場とな
るようにさまざまな事業を企画・運営するとと
もに、各団体との連携を深めることで人々の交
流が深まるより良い地域づくりに貢献した。

５ 上
うえ

野
の

政
まさ

子
こ 博

はか

多
た

区
く

月
つき

隈
ぐま

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【地域づくり】事業の実施にあたり各方面との連
携を図り、魅力的な取組を行うことで地域住民
の生涯学習、コミュニティ活動の場を提供する
など地域づくりに貢献した。

６ 松
まつ

本
もと

啓
ひろ

道
みち 博

はか

多
た

区
く

東
ひがし

月
つき

隈
ぐま

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【地域づくり】事業をとおして体験、学習、ふれ
あいの場を提供し、地域住民が気軽に立ち寄れ
る交流の場としての公民館づくりに努め、明る
く住みよい地域づくりに貢献した。

７ 堤
つつみ

　 耕
こう い ち ろ う

一 郎
西
にし

区
く

西
せい

陵
りょう

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【地域づくり】公民館の基本的機能を十分に発揮
させるとともに、地域の実情や課題、ニーズを
踏まえ、各団体と連携しながらさまざまな事業
に取り組むなどよりよい地域づくりに貢献した。

８ 松
まつ

田
だ

典
のり

子
こ 中

ちゅう

央
おう

区
く

草
くさ

ヶ
が

江
え

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ
【地域づくり】住民の意見を取り入れながら企画を
立ち上げたり、恒例事業にも毎回新しい要素を加
え事業を充実させたりすることで地域の活性化や
人材育成につなげるなど地域づくりに貢献した。

９ 木
き

本
もと

千
ち

恵
え

子
こ 南

みなみ

区
く

宮
みや

竹
たけ

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ
【地域づくり】誰でも気軽に集える公民館として
地域課題や住民のニーズを的確に捉えた事業の
企画・運営に積極的に取り組むなど調和を大切
にした地域づくりに貢献した。

1 0 黒
くろ

屋
や

　 和
かず

江
え 南

みなみ

区
く

老
ろう

司
じ

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ
【地域づくり】さまざまなニーズや課題に適応す
る事業の企画・運営を行うとともに、各種団体
との連携に積極的に取り組むことで地域の活性
化につなげるなど地域づくりに貢献した。

1 1 松
まつもと

本　 浩
ひろ

美
み 南

みなみ

区
く

大
おお

池
いけ

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ
【地域づくり】公民館事業の情報発信に積極的に
取り組むとともに、地域課題解決に向けた事業
の企画・運営を行うなど住民目線の地域づくり
に貢献した。

祝

令和元年度福岡県公民館連合会表彰一覧（公民館役職員）

4

第64回 福岡県公民館大会



種別 番号 市町村名 氏　　名 所属 役職名 業　　　績

公
　
　
立
　
　
公
　
　
民
　
　
館

1 2

福岡市

濱
はま

地
ち

美
み

保
ほ 早

さわ

良
ら

区
く

内
うち

野
の

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ
【地域づくり】校区の実態や住民のニーズに即し
た事業を企画・運営し、住民の交流の場、仲間
づくりの場を提供するなどより良い地域づくり
に貢献した。

1 3 上
うえ

原
はら

美
み

由
ゆ

紀
き 東

ひがし

区
く

八
はっ

田
た

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ
【地域づくり】地域のさまざまな課題解決にむけ
て常に課題意識を持ち、新しい事業も意欲的に
実施するなど校区住民の融和と交流を大切にし
た地域づくりに貢献した。

1 4 前
まえ

原
はら

圭
けい

子
こ 南

みなみ

区
く

筑
ちく

紫
しが

丘
おか

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ
【地域づくり】地域課題や住民ニーズを的確に把
握し、円滑な地域コミュニティづくりに向けて地域
団体に助言を行ったり、気軽に集える公民館運営
に取り組んだりするなど地域づくりに貢献した。

1 5

八女市

諸
もろ

富
どみ

和
かず

生
お
中
ちゅう

央
おう

公
こう

民
みん

館
かん

館
かん

長
ちょう 【高齢者教育】高齢者の生きがい・健康づくりに

向けて講座の開講や自主学級の発足・育成に取
り組むなど高齢者教育に尽力した。

1 6 小
こ

柳
やなぎ

伸
のぶ

博
ひろ

東
ひがし

公
こう

民
みん

館
かん

館
かん

長
ちょう
【高齢者教育】青少年と高齢者の世代間交流を通
じ、地域の活性化の推進を行うとともに生涯学
習の実践に取り組み、高齢者の生きがいづくり
に貢献した。

自
治
（
町
内
）
公
民
館

1

北九州市

貞
さだ

方
かた

實
じつ

則
のり 門

も

司
じ

区
く

小
こ

森
もり

江
え

東
ひがし

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう 【地域づくり】さまざまな行事や地域の見守り活

動、高齢者支援活動などを通じて生涯学習の推
進を行い、地域づくりに貢献した。

２ 三
み や け

宅 重
しげ

幸
ゆき 小

こ

倉
くら

北
きた

区
く

神
かん

岳
たけ

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【地域づくり】地域行事の開催や夜間パトロール、
交通安全指導などの青少年健全育成に努めるな
ど幅広い年代に対する活動を行い地域づくりに
貢献した。

３ 中
なか

村
むら

勝
かつ

重
しげ 小

こ

倉
くら

北
きた

区
く

中
なか

島
しま

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【地域づくり】小学生を対象に太鼓の打ち方教室
を開催し、小倉祇園太鼓の継承に力を入れるな
ど新しい地域の担い手育成をはじめとした地域
づくりに貢献した。

４ 中
なか

村
むら

亀
かめ

夫
お 小

こ

倉
くら

南
みなみ

区
く

沼
ぬま

寺
てら

迫
さこ

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【地域づくり】さまざまな年代を対象とした幅広
い分野での事業を行い、地域コミュニティ形成
及び多世代交流の場としての公民館運営など地
域づくりに貢献した。

５ 佐
さ

野
の

晋
しん

治
じ 小

こ

倉
くら

南
みなみ

区
く

湯
ゆ　がわ

川 区
く

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【地域づくり】年間を通して多くの事業を行い地
域の活性化に尽力するとともに、地域の特色を掴
んだ安全パトロールや防災訓練を行うなど安心・
安全な地域づくりに貢献した。

６ 濱
はま

小
こう

路
じ

兼
かね

生
お 若

わか

松
まつ

区
く

第
だい

� 1
じゅうに

2�区
く

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【地域づくり】さまざまな行事に取り組むことで
地域住民の生涯学習推進を図るとともに連帯意
識を高め、公民館が地域の文化、教養、健康増
進の拠点となるような地域づくりに貢献した。

７ 木
き

原
はら

三
みつ

男
お 八

や

幡
はた

西
にし

区
く

馬
ば

場
ば

山
やま

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【地域づくり】幅広い世代が参加できる催しを積極的
に行い住民の相互交流を深めた。特に、子どもを対象
とした行事において、学年を超えた交流を活発化させる
取組によって、いじめを生まない地域づくりに貢献した。

８

直方市

上
かみ

村
むら

　 清
きよし 山

やまべ

部一
いっく

区自
じ

治
ち

区
く

公
こう

民
みん

館
かん

（兼）西
にしこうく

校区自
じ

治
ち

区
く

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【地域づくり】地域リーダーとして子どもたちと
花壇づくりなどの環境美化活動を行ったり、福
祉活動を推進したりするなど、地域の課題解決
に取り組み地域づくりに貢献した。

９ 田
た

代
しろ

英
えい

次
じ 下

しもしんにゅう

新入自
じ

治
ち

区
く

公
こう

民
みん

館
かん

（兼）新
しんにゅう

入校
こうく

区自
じ

治
ち

区
く

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【地域づくり】地域の自然環境を生かした事業に取
り組むことで、校区住民が集まる仕掛けをつくるな
ど、公民館活動を基盤に積極的に地域をけん引し、
課題解決にも取り組むなど地域づくりに貢献した。

1 0 筑後市 竹
たけ

島
しま

洋
ひろ

機
き
筑
ちく

後
ご

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

公
こう

民
みん

館
かん

館
かん

長
ちょう
【地域づくり】校区全体に関わる活動の企画・運
営に積極的に取り組み、校区住民の融和を図り
ながら地域や校区をまとめるなど地域づくりに
貢献した。
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令和元年度福岡県公民館連合会表彰一覧（優良公民館）
種別 番号 市町村名 公　民　館　概　要 特　　　　色

公

立

公

民

館

1 福 岡 市

公 民 館 名 所　在　地 館 長 名
　「照葉ボートクラブ」を
はじめ、博多湾に面した地
域環境を生かした事業を積
極的に行っている。また、
定期的に行っている住民交
流事業は、地域情報の直接
発信と住民の意見を聞く良
い機会となっている。大変
新しいまちではあるが「住
民ファースト」の目線で地
域住民及び各種団体と共働
し、「共創のまちづくり」
に取り組んでいる。

照
てり

葉
は

公
こう

民
みん

館
かん 〒813-0017

福岡市東区香椎照葉2-2-12

藤井　昇
施
設
・
設
備
の
状
況

敷 地 面 積 950㎡

建物延面積 601.92㎡

構 造 RC

建築年月日 H21．７．1

主 な 設 備
事務室／研修室／集会室／学
習室／講堂

自
治
（
町
内
）
公
民
館

２ 大 川 市

公 民 館 名 所　在　地 館 長 名

　公民館の運営に当たって
は、地域コミュニティセン
ターと協力・連携し、町内
の融和とよりよいまちづく
りを基本に各種事業を実施
している。特に、子どもを
公民館活動の中心に考えて
おり、まつりや各種行事を
世代間交流や地域の伝統を
学ぶ場として位置づけ、地
域の活性化に取り組んでい
る。

本
ほん

木
ぎ

町
まち

公
こう

民
みん

館
かん 〒831-0015

大川市大字本木室890

宮㟢敏朗
施
設
・
設
備
の
状
況

敷 地 面 積 1,400㎡

建物延面積 210㎡

構 造 木造

建築年月日 H６．２．13

主 な 設 備 和室 /洋室 /調理室

種別 番号 市町村名 氏　　名 所属 役職名 業　　　績

自
治
（
町
内
）
公
民
館

1 1

大川市

龍
りゅう

　 昭
あき

男
お
安
やす

中
なか

町
まち

公
こう

民
みん

館
かん

館
かん

長
ちょう
【地域づくり】自身のリーダーシップによって世
代間交流事業、伝統行事、美化活動など多岐に
わたる活動の中心を担い、地域住民のふれあい、
融和を図るなど地域づくりに貢献した。

1 2 橋
はし

爪
づめ

福
ふく

寿
ひさ

宮
みや

内
うち

町
まち

公
こう

民
みん

館
かん

館
かん

長
ちょう
【地域づくり】子どもたちとのふれあいを大切に
し、さまざまな行事の準備段階から住民同士の
交流が図られるように取り組むなど明るく住み
よい地域づくりに貢献した。

1 3

飯塚市

松
まつ

田
だ

　 悟
さとる

日
にってつ

鉄枝
えだ

国
くに

自
じ

治
ち

公
こう

民
みん

館
かん

館
かん

長
ちょう
【地域づくり】長年にわたりその人望の厚さで地
域を支え、さまざまな行事をとおして地域住民
の交流や地域活性化を行うなど地域づくりに尽
力した。

1 4 福
ふく

島
しま

健
けん

治
じ
忠
ただ

隈
くま

泉
いずみまち

町自
じ

治
ち

公
こう

民
みん

館
かん

館
かん

長
ちょう
【地域づくり】館長としての深い学識と文化活動
に対する情熱は、地域文化の向上と維持発展に影
響を与え、さまざまな行事をとおして地域交流・
活性化を行うなど地域づくりに貢献した。
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講　演
パネル・ディスカッション
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講　　演

「魅力ある地域づくりを担う 
　公民館の役割を創造する」

～住民の参画意識・自治力を高める公民館活動の工夫～

昭和女子大学
総合教育センター特任教授 
コミュニティサービスラーニングセンター長

� 興
こう
梠
ろき
  寛

ひろし
 氏

　宮崎県出身。新聞社勤務を経て、ボランティア活動推進機関の研究者として国内
や海外のボランティア計画の開発に携わる。   
　昭和女子大学をはじめ、日本社会事業大学、信州大学、岐阜県立看護大学、拓殖
大学等で「ボランティア論」「非営利組織のマネジメント論」「グローバルビジネス」
「生涯学習社会論」「青少年と社会教育論」などの教鞭を執る。

　文部科学省中央教育審議会臨時委員、専門委員などを歴任。   
　現在は、日本ボランティア学習協会代表理事、日本ボランティア社会研究所、社
会福祉法人世田谷ボランティア協会理事長。

『希望への力～地球市民社会の「ボランティア学」』   
『英国の市民教育』『世界はいまボランティア学習の時代』   
『ボランティアラーニング』『ボランティア論』等多数。

プロフィール

主な活動

主な著書
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2019年7月26日：第64回福岡県公民館大会

魅力ある地域づくりを担う公民館の役割を創造する
～住民の参画意識・自治力を高める公民館活動の工夫～

興梠　寛（こうろきひろし）

1．いま、人の生き方やコミュニティに求められていること
　⑴孤独と無縁社会のなかで苦悩する人とコミュニティ
　　〇“互恵的協働社会”の衰退で人びとは“心のつながり”を必要としている
　⑵「私はだれ？」自己喪失感と未来不安のなかに生きる若者たち
　　〇人生のドラマのあらゆる舞台で“必要とされる”体感をするチャンスが必要だ
　⑶“行動する市民”に自己変革しなければ社会は変わらない
　　〇社会教育に求められている学びは“行動的市民”（Active�Citizen）を育むこと
　⑷人びとにボランタリーライフを提案し、公民館を“互恵的協働拠点”に変革する
　　〇交わり、学び、つながり、行動し、コミュニティを変革する“アクティブ公民館”へ
２．私たちは公民館で何をなすべきか
　⑴多様な世代の学びを“社会課題解決型学習”に変える
　　〇“責任ある市民”を育むコミュニティサービスラーニングのすすめ
　⑵多彩な知恵やアイディアでボランティアをイノベーションする
　　〇ボランティア・イメージを変身させ社会参画のハードルを低くする
　⑶公民館の中心に“クリアリング・ハウス機能”を位置づける
　　〇人びとが“必要とされる”チャンスを拓きコミュニティの課題とつなげる
　⑷ボランティアコーディネーター人材を養成する
　　〇ボランティアコーディネーターの養成プログラムの開発と継続的な実施がカギとなる
３．子ども・若者を育む“協働教育”の中核基地となる
　⑴「縁結人」（えんむすびと）を増やしコミュニティで暮らすみんなで子どもを育む
　　〇子どもの貧困の原因は、「社会の子」を自己責任の檻の中に閉じ込める大人社会にある
　⑵学校教育、社会教育の学びのキャンパスをコミュニティに変える
　　〇“社会に開かれた教育課程”のキャンパスを耕し学校教師の過重な負担を軽減する
　⑶公民館を“協働教育”の中核基地として意識変革する
　　〇コミュニティの人びとの参画とネットワークで学校・地域・家庭の教育を活性化する
　⑷公民館活動の好循環はコーディネーターの人材・養成・サポート体制にかかっている
　　〇従来型の地域や自治体の枠組みを超えて人材を養成しネットワーキングする

興梠 寛（ボランティア社会学研究者）■昭和女子大学総合教育センター特任教授・コミュニティサービスラーニングセンター
長■新聞記者の後、英国でボランティア社会学を学ぶ。日本社会事業大学、信州大学、青森県立保健大学、拓殖大学、恵泉女
学園大学、政策研究大学院大学、岐阜県立看護大学で教鞭を執る。■『IAVE』（ボランティア活動推進国際協議会）日本代表、
独立行政法人『国立青少年教育振興機構』理事、社会福祉法人『世田谷ボランティア協会』理事長、『日本ボランティア学習協
会・学会』代表理事、中央教育審議会各種委員、東京都社会教育委員、国立教育政策研究所研究委員などを歴任。■著書は、『希
望への力～地球市民社会の「ボランティア学」』（光生館）、『英国の市民教育』（JVLS）、『現代のエスプリ～国際化と異文化教育』

（至文堂）『世界はいまボランティア学習の時代』（JYVA）他。
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コーディネーター

登　壇　者

　1998年同財団入職。2010年から古田公民館勤務。
　多世代のまちづくりをテーマに、中学生主体による公園再生活動「このまちにくらした
いプロジェクト」を展開し、2018年同館が第71回優良公民館表彰最優秀館（文部科学省
表彰）を受賞。
【テーマについて】
　世代の偏りが地域課題を生む現代は、住民自治と多世代をキーワードに支え合いのコ
ミュニティづくりが求められます。持続可能な社会をつくるには、学習を行動に変換し住
民活動に繋げていく公民館の役割が一層大切になると感じています。

　平成16年から平成28年まで３期12年間、綾町教育長として綾町教育行政を牽引。 
平成29年から綾町の自治公民館連絡協議会会長に就任。 
現在３年目。
【テーマについて】
　綾町には町公民館の分館として22の集落に自治公民館が設置され、それぞれの公民館で
事業計画、予算の編成執行、住民との話し合いや実践活動など、自立した自治公民館運営
がなされております。その活動は、町民総参加の花のまちづくり運動や生涯学習、夏祭り
や手づくり文化祭など、産業の振興から社会教育・文化活動に至るまで広範囲に及び、そ
の魅力ある活動が地域コミュニティの拠点となり、行政と車の両輪として協働で町づくり
を行っています。

（公財）広島市文化財団 古田公民館　 社会教育主事 為
ため
政
まさ
 久

ひさ
雄
お

 氏

宮崎県綾町自治公民館連絡協議会　 会　長 玉
たま
田
だ
 清

きよ
人
と

 氏

昭和女子大学総合教育センター特任教授 
昭和女子大学コミュニティサービスラーニングセンター長　 

� 興
こう
梠
ろき
  寛

ひろし
 氏

パネル・ディスカッション

「持続可能をめざした地域づくりに向かう公民館活動の在り方」
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“持続可能な地域”とは

【パネルディスカッションテーマ】

「持続可能をめざした地域づくりに向かう公民館活動の在り方」

条件条件 条件

地域

【ディスカッションメモ】

パネルディスカッション ワークシート
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ー
ク

以
降

、
急

減
の

兆
し
。〈

図
２

〉
 

・
人
生

1
00

年
時

代
…
「
ラ
イ

フ
・

シ
フ

ト
」

と
い

う
マ
ル

チ
ス

テ
ー

ジ
の

生
き

方
。
人
的

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
人

と
の

つ
な

が
り
）

な
ど

無
形
の
資

産
へ

関
心
が
高

ま
る
。
社
会

参
加
と
健

康
寿

命
。 

 （
２

）
古

田
公

民
館

事
業

施
策
の

柱
に

「
多

世
代

」
 

・
多

世
代

が
支

え
あ

う
ふ

る
さ

と
づ
く

り
…

H
23

に
世

代
を

つ
な

ぐ
事

業
の
展
開
を
重

点
施

策
に

据
え
る

。
 

 （
３

）「
多
世

代
寺

子
屋

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

」
の

発
足
 

・
公
民

館
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ
参

加
者
で

H2
4
に
発

足
。「

多
世

代
」

を
キ

ー
ワ

ー
ド

に
地

域
の

居
場

所
づ
く

り
。
〈
図

３
・

４
〉
 

・
寺

子
屋

メ
ン

バ
ー

が
約

50
の

ア
ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
を

立
案

。
 

い
き

い
き

プ
ラ

チ
ナ

塾
…

シ
ニ

ア
対

象
地

域
デ

ビ
ュ

ー
講

座
、

あ
は

は
演

芸
サ

ロ
ン

…
趣

味
の

大
道

芸
を

学
び

地
域

デ
ビ

ュ

ー
し

た
シ

ニ
ア

団
体

が
多

世
代

で
集

う
地

域
サ

ロ
ン

を
運

営
、
 

古
江

い
ち

じ
く

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

…
地

域
ブ

ラ
ン

ド
い

ち
じ

く

を
次

世
代

へ
継

承
す

る
た

め
小

学
校
の

総
合

学
習
を
支

援
、

 

な
ど

特
色
あ
る

公
民

館
事

業
が

生
ま
れ

た
。
 

 （
４

）「
こ
の

ま
ち

に
く

ら
し
た

い
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
」
の

始
動

 

・
広
島

市
立

古
田

中
学

校
か
ら

Ｅ
Ｓ
Ｄ
（

持
続

可
能

な
開
発

の
た

め
の

教
育

）
学

習
支

援
の

要
請

を
受

け
、

公
民

館
と

多
世

代
寺

子
屋

で
中

学
生

の
地

域
Ｅ

Ｓ
Ｄ

活
動
の

受
け

皿
と

な
る

。
 

・
生

徒
を

募
集

し
、

H
25

年
9
月

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
開
始

〈
図

５
〉
 

図
２
 
日
本
の
人
口
減
少
を
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に
例
え
て
 

図
３
 
多
世
代
寺
子
屋
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
風
景

（
H2
4）

 

図
４
 
多
世
代
寺
子
屋
の
理
念
「

CA
RE
（
編
み
直
し
）」

 

－
２
－

 

図
１
 
古
田
地
区
の
世
代
別
人
口
比
率
（
H3
0.
3
末
）
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   ３
．プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
紡
ぐ
物
語

 

（
１

）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

目
的
 

中
学

生
が

住
民

と
と

も
に

、
人

口
減

少
な

ど
の

社
会

課
題

と

向
き

合
い

、
住

み
な

れ
た

地
域

で
多

様
な

世
代

が
共

生
で

き
る

持
続

可
能

な
将

来
像

を
描

き
、

そ
の

た
め

に
今

、
住

民
自

身
で

で
き

る
行

動
を
起
こ

す
こ

と
（

住
民
自

治
）
を
目

指
す

。
 

ま
た

、
そ

の
学

習
活

動
の

成
果

を
生

か
し

て
、

社
会

に
主
体

的
に

関
わ
り
行

動
す

る
人

材
を

育
む
た

め
の

活
動

を
行

う
。

 

 （
２

）
実

施
主

体
 

広
島

市
立

古
田

中
学

校
の

生
徒

（
校

外
活

動
と

し
て

公
募

）

と
、

多
世

代
共

生
の

ま
ち

づ
く

り
を

テ
ー

マ
に

地
域

の
居

場
所

づ
く

り
に

取
り

組
む

住
民

グ
ル

ー
プ

「
多

世
代

寺
子

屋
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」

お
よ

び
地

域
住

民
等

が
連

携
し

、
古

田
公

民
館

を
拠

点
に

、
世

代
を

超
え

た
地

域
づ

く
り
に

取
り

組
む

。〈
図
６
〉

 

      

（
３

）
活

動
テ

ー
マ
 

『
み

ん
な
が
し

あ
わ

せ
に

つ
か

え
る
公

園
・
あ
そ

び
場

づ
く

り
』 

現
在

の
公

園
は

、
価

値
観

や
生

活
ス

タ
イ

ル
の

多
様

化
に
伴

い
、

危
険

や
騒

音
等

に
伴

う
様

々
な

規
制

が
利

用
者

を
減

少
さ

せ
て

い
る

実
態

が
見

受
け

ら
れ

る
。

公
園

の
あ

り
方

を
住

民
自

身
で

再
考

す
る

き
っ

か
け

を
つ

く
り

、
世

代
を

つ
な

ぐ
地

域
の

居
場

所
と

し
て

再
生

さ
せ
る
こ

と
を
目

指
す

。〈
図
７

〉
 

＜
経

緯
＞
 

・
平

成
2
5
年

度
…

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ
プ

で
中

学
生

発
案

に
よ

る
同

テ
ー

マ
を

決
定
し
、

地
域

住
民

に
発
表

。〈
図
８

〉
 

・
平

成
26
・

2
7
年

度
…

調
査

・
立
案

を
経

て
、

モ
デ

ル
プ

ラ
ン

「
冒

険
あ

そ
び

場
（

プ
レ

ー
パ

ー
ク
）
」
を

試
行

。
 

（
平

成
2
6
年

度
「

環
境

省
・

持
続
可

能
な

地
域

づ
く

り
を

担
う

人
材

育
成

事
業
」
の

助
成

を
受

け
実
施

）
 

・
平

成
2
8
年
度
以
降

…
モ

デ
ル

プ
ラ
ン

の
地

域
定

着
化

を
図
る
。
 

（
平

成
28
・

2
9
年

度
「

広
島

県
公
民

館
連

合
会

・
公

民
館

等
活

性
化

モ
デ

ル
事

業
」
の
助

成
を

受
け
実

施
）
 

（
平

成
3
0
年

度
「

広
島

県
こ

ど
も
夢

基
金

活
動

助
成

事
業
」
の

助
成

を
受
け
実

施
）
 

 
 

－
３
－
 

図
５
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第

1
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
H2
5
.9
）
 

図
７
 
中
学
生
が
選
ん
だ
活
動
テ
ー
マ
（
H2
6.
3）

 

図
８
 
活
動
テ
ー
マ
を
住
民
に

発
表
す
る
中

学
生
（
H2
6
.3
）

 

図
６
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
構
成
 

   （
４

）
活

動
の

概
要
 

・
公
園

活
用
イ
ベ

ン
ト
「

冒
険
あ

そ
び
場

ワ
ン

ダ
ふ

る
た

パ
ー

ク
」

の
実

施
（
古
江

西
町

公
園

）〈
図

９
〉
 

①
冒

険
あ

そ
び

場
プ

レ
ー

パ
ー

ク
ゾ

ー
ン

（
対

象
：

子
ど

も
）

…
ジ

ッ
プ

ラ
イ

ン
、
竹

ブ
ラ
ン

コ
、
巨
大

ハ
ン

モ
ッ

ク
、
廃

材

木
工

、
焚
き
火

ほ
か
 

②
大

人
も

く
つ

ろ
げ

る
カ

フ
ェ

ゾ
ー

ン
（

対
象

：
保

護
者

、
親

子
連

れ
な

ど
）

…
コ

ー
ヒ

ー
、

ジ
ュ
ー

ス
、

お
や

つ
作

り
 

③
に

わ
か

大
道

芸
体

験
ゾ

ー
ン
（

対
象
：
多

世
代

）
…

皿
回
し

、

バ
ル

ー
ン
、
紙

芝
居

ほ
か
 

・
あ
そ

び
場

づ
く

り
企

画
ワ
ー

ク
シ
ョ

ッ
プ
（

古
田

公
民
館

ほ
か
） 

・
他

地
区

の
あ

そ
び

場
視

察
研

修
や
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
交

流
 
な
ど
 

 （
５

）
活

動
実

績
と

成
果

・
課

題
 

     

＜
成

果
＞
 

・
イ

ベ
ン

ト
回

数
（
H
29
～
年

4
回
）

を
増

や
し

、
毎

回
延

べ
10
0

人
を

超
え

る
参

加
者

で
、
公
園

に
賑
わ

い
が

生
ま

れ
た

。〈
図

1
0
〉 

・
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
で
、
80
％

強
の

人
が
「
公

園
の

あ
り
方

を
考

え
る

き
っ
か
け

に
な

っ
た
」
と

回
答
。

満
足

度
も

高
評

価
。

 

・
幅

広
い

世
代

を
つ

な
ぐ

地
域

の
居
場

所
と

し
て

、
徐

々
に

住
民
の

共
感

を
集

め
て

い
る

。
 

・
生

徒
た

ち
の

遊
び

場
づ

く
り
に

共
感
し

た
住

民
が

様
々

な
形

で
サ

ポ
ー

ト
し

て
く

れ
る

よ
う

に
な

っ
た
。
〈
図

1
1〉

 

・
子

ど
も

た
ち

そ
れ

ぞ
れ

が
「

公
園
づ

く
り

」
の

担
い

手
と

し
て
の

意
識

が
芽
生
え

つ
つ

あ
る

。
 

・
地

域
団

体
等

と
の

連
携

が
生
ま

れ
、
認

知
度

や
信

頼
感

が
増
す

中
、

地
域

か
ら
の
支

援
が

広
が

り
つ

つ
あ
る

。
 

＜
課

題
＞
 

・
持

続
可

能
な

取
り

組
み
に
す

る
た
め

、
あ

そ
び

場
づ

く
り

の
担
い

手
と

な
る
地
域

の
協

力
者
の
発

掘
や
育

成
の

促
進

が
急

務
。

 

・
活

動
資

金
が

助
成

金
に

依
存

し
な
い

よ
う

、
公

園
で
の
収

益
活
動

や
サ

ポ
ー

タ
ー

制
度
、
地
域
団

体
等
と

の
連

携
な

ど
工

夫
が

必
要
。 

・
公

園
活

用
以

外
の

活
動

テ
ー

マ
を
探

る
と

と
も

に
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
と

し
て

の
自

立
を
促
す

時
期

に
き
て

い
る

。
 

 

図
９
 
ワ
ン
ダ
ふ
る
た
パ
ー
ク
の
レ
イ
ア
ウ
ト
 

図
10
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
実
績
総
括
表
 

図
11
 
中
学
生
を
応
援
す
る
多
世
代
に
わ
た
る
サ
ポ
ー
タ
ー
 

－
４
－
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   ４
．生

ま
れ
た
交
流
と
連
携

 

（
１

）
支

援
者

（
サ

ポ
ー

タ
ー

）
 

・
近

所
の

工
作

指
導

者
が

遊
び

コ
ー
ナ

ー
の

企
画

協
力

を
申
し
出
。 

・
公

民
館

の
シ

ニ
ア

向
け

地
域

デ
ビ
ュ

ー
講

座
か

ら
発

足
し

た
グ

ル
ー

プ
が

活
動

支
援

。〈
図

12
〉
 

・
郵

便
局

や
民

間
ギ

ャ
ラ

リ
ー

が
活
動

写
真

展
の

場
所

提
供

。
 

 

（
２

）
地

域
団

体
 

・
町

内
会

か
ら

公
園

倉
庫

に
活

動
用
具

を
置

か
せ

て
も

ら
え

る
こ

と
に

な
り

、
準

備
の

負
担

が
軽

減
。
 

・
会
員

減
少

に
悩

む
子

ど
も
会

の
行
事

と
連

携
し
、

世
代
間
交

流

が
生

ま
れ

た
。
〈
図

1
3〉

 

・
女
性

会
の

防
災

炊
き

出
し
訓

練
と
連

携
し
、

子
ど

も
た
ち

に
お

や
つ

提
供

。
老

人
ク

ラ
ブ

に
よ

る
あ
そ

び
場

づ
く

り
支

援
。

 

 

（
３

）
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

・
県
内
の
冒

険
あ

そ
び

場
づ
く

り
の
団

体
間

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

「
つ

く
る

あ
そ
び
場

ね
っ

と
ひ

ろ
し

ま
」
が

発
足

、
S
NS

で
情

報
発

信
。

他
地

区
の

団
体

と
の

情
報

交
換

や
交
流

の
場

が
生

ま
れ

た
。

 

・
H
3
1
年

3
月

に
公

民
館

で
多

世
代
あ

そ
び

場
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を
開

催
。

遊
び

場
マ

ッ
プ

の
作
製

も
準

備
中

。
 

 

５
．プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
望
と
公
民
館
の
役
割

 

（
１

）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の
成
果

と
展
望
 

・
中

学
生

の
声

か
ら

生
ま

れ
た

行
動
が

、
公

園
の

あ
り

方
や

そ
の
必

要
性

を
地

域
に

問
い

か
け
る

き
っ

か
け

に
な

っ
た

。
 

・
多

世
代

の
交

流
機

会
は

、
中

学
生

に
限

ら
ず

、
大

人
に

と
っ

て
も

第
三

の
居

場
所

と
し

て
、

お
互

い
の

価
値

観
を

学
び

あ

え
る

人
間

形
成

の
場

と
な

っ
て

い
る
。
 

・
地

域
団

体
と

の
連

帯
が

深
ま

り
、
町

内
会

か
ら

の
助

成
な

ど
物
心

両
面

の
支

援
が

生
ま

れ
て
い

る
。
 

・
中

学
生

の
発

案
を

公
民

館
や

地
域

住
民

の
サ

ポ
ー

ト
に

よ
り
具

現
化

し
多

世
代

交
流

の
促

進
に

つ
な

げ
て

い
っ

た
こ

と
、

Ｅ
Ｓ

Ｄ
教

育
の

一
環

と
し

て
取

り
組

ん
で

き
た

こ
と

な
ど

が
評

価
さ

れ
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

拠
点

の
古

田
公

民
館

が
第

7
1
回
（

2
0
18

年
度

）
優

良
公
民

館
最
優

秀
館
と
し

て
文

部
科

学
大
臣

表
彰

さ
れ

た
。
〈
図

1
4〉

 

 

（
２

）
こ

れ
か

ら
の
公
民

館
の

役
割
 

・
公

民
館

は
単

に
施

設
に

人
を

集
め
る

と
い

う
住

民
の

舞
台

装
置

に
と

ど
ま

ら
ず

、
そ

の
学

び
を

生
か

し
て

地
域

の
フ

ィ
ー

ル
ド

（
公

園
、

学
校

、
商

店
街

な
ど

）
で

活
躍

す
る

人
材

を
輩

出
す

る
控

え
室
（
イ

ン
キ

ュ
ベ

ー
タ

ー
）
と

し
て

の
役

割
が

あ
る
。
 

・
住

民
の

自
治

力
や
ま
ち

の
付

加
価
値

を
高

め
る

た
め

に
営

ま
れ

る
住

民
活

動
の

パ
ー

ト
ナ

ー
と

し
て

、
そ

こ
に

暮
ら

す
人

た
ち

の
ま

ち
を

想
う

気
持

ち
を

引
き

出
し
育

む
役

割
が

あ
る

。
 

図
13
 
地
域
団
体
と
の
連
携
が
理
解
と
信
頼
を
育
む
 

図
12
 
公
民
館
講
座
か
ら
発
足
し
た
大
道
芸
グ
ル
ー
プ
が
協
力
 

図
14
 
古
田
公
民
館
の
全
景
 

－
５
－
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綾町⾃治公⺠館連絡協議会 会⻑
綾町公⺠館 前館⻑ 玉田 清人

〜住⺠主体のまちづくり〜

＊サッカー場、野球場、

大型体育館（ドーム）、
陸上競技場などが整備さ
れ、多くのプロ・アマチ
ームがキャンプに使用

＊歴史に基づいた施設の

整備～約７００年前の山
城「綾城」の再現

・馬事公苑の整備

5

綾町の概要

人 口 7,345人
世帯数 2,9１５世帯

（平成２７年度国勢調査）

面積95.19㎢
約80％が森林でその一部が
日本最大級の照葉樹自然林

昭和40年
区長制から自治公民館制度に移行
22地区で独自の公民館運営

綾町公⺠館と⽣涯学習
町公民館講座（平成30年度）

28講座 延開催回数 479回 延べ受講者 4,284人

２２の自治公民館に生涯学習推進員を設置

自治公民館講座
131講座
延べ７，３３７人

近所の仲間
で受講可能

まちづくりの理念

自然と調和した “豊かで活力に満ちた教育文化都市”
親子三世代で楽しいくらしができる町づくりを推進し、すべての町民が快適な生活を送り、

ロマンと生きがいのある町を建設するため、産・学・住の充実強化に努める。

綾 町 憲 章
豊かな自然と伝統を生かし、みんなの英知と協力で未来をひらく町を目指
すため、ここに綾町憲章を定めます。

１．自然生態系を生かし育てる町にしよう
１．健康で豊かな活力ある町にしよう
１．青少年に誇りと希望をいだかせる町にしよう
１．生活文化に創意と工夫をこらす町にしよう
１．思いやりとふれあいで明るい町にしよう

自然保護の取組

これらが評価され
平成２４年７月

ユネスコエコパーク
に登録
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⽣涯学習発表の場

生涯学習発表会

総合文化祭

幼児から
高齢者まで

多くの作品を
展示

「てるは学び
教室」の小学
生による茶道

披露

○綾町公民館と民主団体協働の町づくり

町公民館

青年団

高年者

子ども会ＪＡ青年部

若人協議会

ＳＡＰ

壮年会

ＪＡ女性部

商工青年部

小ＰＴＡ

自公連

中ＰＴＡ

商工女性部

町公民館においては、

・各民主団体への活動支援

・連携してのイベント（総合文化祭・ふるさと夏まつ
り）等の開催

猪の丸焼き

自治公民館
生涯学習の
発表の場

五穀豊穣の
秋の収穫祭でもある

セリの様子

12

それぞれの自治公民館で
特色ある「振る舞い料理」

⽣涯学習推進
公⺠館⼤会・⻘少年健全育成町⺠⼤会

表彰

自治公民館
実践発表

公民館・青少年健全育成
等功労者等

17



13

議会、行政による
政策作成を補完する
住民参画システム

綾 町 自 治 公 民 館 組 織
～ 住 民 参 画 に よ る 地 域 づ く り ～

○自治公民館行事についての協議
○行政からの連絡
○災害情報等の相互伝達
○地域の課題についての協議
○町づくりについての提言

政策の立案から策定、執行、評価の
各過程に参画

• ２２地区自治公民館長
• 町長、教育長
• 役場関係課職員

• 公民館長
• 班長、各部長

公民館長会
(毎月５日)

各地区での定例会
(毎月10日前後)

行政

自治
公民館

議会

◆ 自治公民館制度の発足と活動の実際
１ 自治公民館の歴史的背景

50年が
経過

町公民館の分館

昭和２６年９月
綾町の建て直しを目指した地域公民館の設置促進運動を展開し、各

公民館が建設される。

昭和４０年４月
区長制を廃止し、自治公民館長制度に切り替えられる。
綾町自治公民館連絡協議会を結成する。
自治公民館と行政の役割を明確にする。

昭和３６年１月
公民館長を区長が兼ねる。第１回公民館長研修会を開催する。

昭和２３年４月 四枝公民館建設
戦後いち早く民主青年団を結成し、その活動も盛んになり、集会や

学習の場の必要性を感じて、青年団が主体となって公民館を建設した。

定例自治公民館長会
（毎月5日）

定例役員会
（毎月１０日）

２ 自治公民館制度一本化のねらい

区長は、行政の末端機関であり、町行政の手足となって行政伝達やその他行

政の手助けをしてきたが、区長を廃止することで、区長を兼ねていた各地区の

公民館長は地域の自治に専念してもらい、自治公民館の自主的な運営を図って

もらう。

従来、区長が行っていた行政伝達、諸調査などは、行政の責任において実施

する。それまで行政の末端機関として、行政の指示に従って動いてきたが、住

民自治の立場に立って、地域の振興と住民の福祉向上に専念することになり、

公民館の組織づくりや事業計画・予算の編成、住民との話し合いや実践活動な

ど、慣れない仕事が重なり、この制度が定着するまでは多少の混乱は仕方な

かった。

町は、公民館活動の推進を図るため、振興費として２２の自治公民館に対

し、補助する一方、先進地の視察研修や運営の指導に努めた。

画一化から多様化へ
自治公民館制度の役割と
機能
①住民の総意により各種
の事業を行い、住民の自
治能力と連帯会を高め、
住みよい地域づくりに努
める。
②事業や活動の経費は住
民が負担し運営する。
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19

町民総出の花植え作業

河川のごみ拾い 20

世代間交流等

21

全地区で地区毎に

ほとんどの地区が地元公民館で

22唐人おどり（宮原）樽おどり（東中坪）

俵踊り(上畑）城攻め踊り（四枝）

19
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大会 月日 開　催　地 大　　会　　主　　題 全体討議テーマ

第1回 昭和28年
1月 県社会教育会館

第２回 昭和29年
4月 八 幡 市

第３回
昭和29年
11月19日
～20日

筑紫郡二日市町
中 央 公 民 館

社教法５周年、青振法�1周年を記念し公民館・青年学
級の重要な諸問題を研究討議し、具体策を探り、既に
展開している生活自立運動の促進を期す

公民館の振興はいかにあるべき
か－社会教育の反省と将来

第４回
昭和30年
11月21日
～22日

大 牟 田 市
中 央 公 民 館

戦後10年間の公民館活動を反省し、困難な諸問題につ
いて徹底的に研究協議を行い、具体的振興策を樹立す
ると共に生活自立運動の推進を期す

赤字財政下の公民館をいかに振
興するか

第５回 昭和31年
10月25日 飯塚市中央公民館

公民館を社会教育機関として整備強化し、勤労青少年
教育の振興事業の効率化・総合化・大衆化をはかり、
新生活運動の促進を期す

公民館の現状はこのままでよい
か

第６回 昭和32年
10月19日 豊前市八屋中学校

地方財政の窮迫や町村合併のなかで、公民館の組織運
営を強化し、特に分館施設の整備と活動の活発化をは
かる

新生活運動の反省と今後の推進
方策について

第７回
昭和34年
11月21日
～22日

福岡市中央公民館
社教法施行10周年を記念し、公民館10年の歩みを顧み
新しい時代に即応する公民館のあり方と振興方策の研
究

公民館10年の歩みとこれからの
公民館

第８回
昭和35年
10月3日
～4日

大川市市民会館
公民館運営の科学化・技術化を促進し、地域の社会教
育センターにふさわしいものとするために設置基準に
則して、当面する問題の研究

地域の社会教育センターとして
の公民館の整備を計画的に推進
するためにはどうしたらよいか

第９回
昭和36年
6月3日
～4日

直 方 市 公 会 堂
地域社会の文化センターとして住民の実生活に即する
社会教育の総合的推進に寄与する公民館活動と経営の
あり方を求めて

地域の社会教育を総合的に推進
するためにはどうしたらよいか

第10回
昭和37年
5月13日
～14日

行橋市行橋小学校 楽しく学び、豊かな暮らしと文化をつくるために公民
館はどうしたらよいか

青少年が楽しく学び健やかに成
長するために公民館はどうした
らよいか

第11回
昭和38年
5月25日
～26日

北九州市戸畑区
文 化 ホ ー ル 住みよい地域社会に豊かな生活文化をつくろう

新しい地域社会の建設と生活文
化の向上発展に資するためには
公民館はいかにあるべきか

第12回
昭和39年
5月31日
～6月1日

福岡市市民会館 ひとりひとりの生活をよくし、豊かな市民性を育てる
ために公民館はどうしたらよいか

公民館への期待－とくに市民性
の向上を中心として－

第13回
昭和40年
5月23日
～24日

筑後市市民会館 変貌する社会における住民の社会教育活動を振興する
ための公民館の役割

地域住民の生活文化を高めるた
めに果たすべき公民館の役割は
何か

第14回
昭和41年
5月24日
～25日

田 川 市 体 育 館 住民の創造的生活の確立をめざす自主的な学習活動を
育てよう

住民の創造的生活の確立のため
に（分科会テーマ）

第15回
昭和42年
5月14日
～15日

豊前市市民会館 今日の生活をみつめ、明日の生活を築くための公民館
の役割とそのための施設設備の充実と配置のあり方

地方自治と住民の学習
（記念講演）

第16回
昭和43年
5月28日
～29日

北 九 州 市
八 幡 市 民 会 館 公民館の近代化と新しい活動の課題を求めて 社会生活の都市化と公民館の課

題（記念講演）

第17回
昭和44年
5月31日
～6月1日

太宰府町九州学園
福 岡 女 子 短 大

急激な社会構造の変化に対処し得る人間づくりと新し
い地域形成のための住民の教育機関としての公民館の
新しいあり方と役割

これからの新しい公民館のあり
方と役割（記念講演）

第18回
昭和45年
5月26日
～27日

久留米市市民会館 未来をひらくための学習と公民館のあり方を考えよう 公民館の理想と現実

第19回
昭和46年
5月25日
～26日

飯 塚 市
文 化 セ ン タ ー

住民の学習に応えられるための公民館の施設設備を充
実し、職員体制を整備し、市民社会を育てるための教
育をすすめよう

岐路にたつ70年代の選択
（記念講演）
公民館の理想と現実

福 岡 県 公 民 館 大 会 年 表
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大会 月日 開　催　地 大　　会　　主　　題 全体討議テーマ

第20回
昭和47年
7月6日
～7日

行橋市市民会館
住民の日常的学習要求に応じる公民館体制の確立と今
日的役割を考え、また新しい地域社会（コミュニティ）
形成のための公民館活動のあり方を考える

明日を創る公民館の新路線
（記念講演）

第21回 昭和48年
5月30日

福 岡 市 立 少 年
文化会館ホール 生活に根ざす公民館活動の創造と前進

生活に根ざす住民の教育要求に
こたえるための公民館の役割
（シンポジウム）

第22回 昭和49年�
6月6日

八 　 女 　 市
市 町 村 会 館 魅力ある公民館の創造と前進

実践発表
対面討議
全体討議

住民にとって公民館とは何か

第23回 昭和50年
6月�1日 直 方 市 民 会 館 豊かな地域づくりをめざす公民館

の役割
シンポジウム
講　　演

コミュニティの形成と公民館
これからの公民館経営

第24回 昭和51年
6月3日 豊 前 市 民 会 館 住民の生活を高めるための公民館

事業のあり方を考える
パネル討議
講　　演

住民の求めに応ずる公民館事業
住民の生活を高めるための公民
館事業

第25回 昭和52年
9月22日

北九州市小倉南
市 民 セ ン タ ー

住民の学習要求に応えるための公
民館のあり方を考える

分科会（9）
講　　演 これからの社会教育

第26回 昭和53年
7月5日

太 宰 府 勤 労 者
体 育 セ ン タ ー

地域の住民の学習要求に応えるた
めの具体的な公民館のあり方を考
える

分科会（8）
講　　演 地域と社会教育

第27回 昭和54年�
7月3日

大 川 市
文 化 セ ン タ ー

多様化する地域住民の学習要求に
応えるための公民館のあり方を考
える

分科会（8）
講　　演 地域が育てる児童文化

第28回 昭和55年�
6月12日

中 間 体 育
文 化 セ ン タ ー

地域住民の実際生活に即した公民
館のあり方について

パネル討議
講　　演

地域住民の実際生活に即した公
民館の在り方について

第29回 昭和56年�
6月3日 行 橋 市 民 会 館 公民館が果たすべき今日的意義と

役割を考える
講　　演

シンポジウム（3）
青少年をとりまく諸問題に対処
する社会教育

第30回 昭和57年�
6月9日

北 九 州 市
小 倉 市 民 会 館

住民が主体となる公民館の在り方
を考える

講　　演
分科会（8）

住民が主体となる公民館の在り
方を考える

第31回 昭和58年�
8月9日

福岡県立福岡勤労
青 少 年 文 化
セ ン タ ー

「住民の実際生活に即した公民館
の役割と機能を考える」－今、公
民館は地域住民とともに何をしな
ければならないか－

講　　演
分科会（9）

「現代の青少年問題を考える」
－思いやりのある社会づくりの
ために－

第32回 昭和59年
6月22日 甘 木 文 化 会 館 生涯教育の視点に立った公民館経

営の在り方を考える

講　　演
パネル討議（3）
分科会（2）

ニューメディア時代を考える

第33回 昭和60年�
6月13日 飯塚文化センター 生涯教育推進の拠点になる公民館

のあり方を考える
講　　演
分科会（8） 生涯教育の推進と公民館の役割

第34回 昭和61年�
5月30日 豊 前 市 体 育 館 生涯学習を推進する公民館の役

割・機能を考える
講　　演
分科会（7） 生涯学習と放送

第35回 昭和62年
8月6日

北 九 州 市 立
小 倉 市 民 会 館

生涯学習を推進する公民館の役
割・機能を考える

講　　演
分科会（7）

「豊かな心を育てる地域社会の
役割」

第36回 昭和63年�
7月27日

福岡県立福岡勤労
青少年文化センター

生涯学習社会の形成をめざす公民
館のあり方を考える

講　　演
分科会（7）

「生涯学習社会における公民館
の役割」

第37回 平成2年�
11月21日 筑紫野市文化会館 生涯学習社会をめざす公民館のあ

り方を考える

講　　演
シンポジウム（1）
分科会（4）

「生涯学習社会における公民館
の役割」

第38回 平成3年
7月31日 直 方 市 民 会 館 生涯学習時代に対応する公民館活

動のあり方
講　　演
分科会（5）

地域に根ざした公民館活性化へ
の提言
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第39回 平成4年
7月30日

久 留 米 市
石橋文化センター

生涯学習時代に対応する公民館活
動のあり方

講　　演
分科会（5）

学校週５日制…公民館はどうす
る‼

第40回 平成5年
9月17日

大 牟 田 市
大牟田文化会館

生涯学習時代に対応する公民館活
動のあり方

講　　演
分科会（5） ボランタリズムの心

第41回 平成6年
7月29日

田 川 市
田川文化センター

住民とともに生涯学習社会を目指す
公民館の学習・交流活動のあり方

講　　演
分科会（5） 生涯学習における公民館の役割

第42回 平成7年
8月3日 行 橋 市 民 会 館 住民とともに生涯学習社会を目指す

公民館の学習・交流活動のあり方
講　　演
分科会（5）

公民館を元気に未来的にしよう
‼－“愛されるため”の魅力を
アップ…インテリジェント化－

第43回 平成8年
8月7日

北 九 州 市 立
小 倉 市 民 会 館

住民とともに生涯学習社会を目指す
公民館の学習・交流活動のあり方

講　　演
分科会（5）

生涯学習における公民館
－粋な生き方と学衆国づくり－

第44回 平成10年
8月20日

志 免 町 立
町 民 セ ン タ ー

生涯学習時代における公民館の主
体性と役割を考える

講　　演
分科会（5）

公民館のこれから
－社会教育を取り巻く環境の変
化に対応するために－

第45回 平成11年
7月30日

中 間 市
なかまハーモニーホール

生涯学習時代における公民館の主
体性と役割を考える

講　　演
分科会（5） 子どもと地域の教育力

第46回 平成12年
7月28日

久 留 米 市
石橋文化ホール

新しい時代への期待、公民館の新
たなあゆみを考える

講　　演
分科会（5）

新しい公民館活動のあり方～21
世紀の公民館像をめぐって～

第47回 平成13年
7月27日

筑 後 市
サザンクス筑後

21世紀の到来、地域とともに歩む
公民館活動の新たな戦略

講　　演
分科会（5）

家庭教育を支援する公民館活動
のあり方

第48回 平成14年
8月2日 飯塚市文化会館 完全学校週５日制スタート、公民

館の新たな役割を考える
講　　演
分科会（5）

社会教育の出番は、“今”
～完全学校週５日制に対応した
公民館活動のあり方～

第49回 平成15年
7月23日

苅 田 町 立
中 央 公 民 館

地域拠点としての公民館の新たな
役割を探る

講　　演
分科会（3）

メディアから見た地域拠点とし
ての公民館の役割

第50回 平成16年
8月31日

北 九 州 市
北九州芸術劇場

「地域拠点としての公民館、その
半世紀とこれからの展望」～未来
型公民館の在り方を探る～

講　　演
分科会（3）

「地域の学習拠点としての公民
館」～現状と将来～

第51回 平成18年
8月3日

宗 像 市
宗像ユリックス

少子高齢社会に対応した公民館の
在り方

講　　演
シンポジウム

地域へのメッセージ・会社の人
から社会の人へ少子高齢社会に
対応した公民館の在り方を探る

第52回 平成19年
8月8日

直 方 市
ユメニティのおがた

「公民館の家庭教育支援、今、何が
できるか」－子供の生活リズム向
上「早寝・早起き・朝ごはん」県
民運動－

講　　演
シンポジウム

家庭の教育力を高めるために、
社会教育の力を公民館の家庭教
育支援・今、何ができるか

第53回 平成20年
8月1日

朝 倉 市
サンライズ杷木

「学校・家庭・地域の連携を推進
する公民館の役割」

講　　演
シンポジウム

「社会全体の教育力向上」～学
校・家庭・地域の連携協力～
「学校・家庭・地域の連携を推
進する公民館の役割」

第54回 平成21年
8月1日

柳 川 市
柳 川 市 民 会 館

「教育力向上福岡県民運動の推進
と公民館」

講　　演
シンポジウム

「体験活動を通した青少年の自
立とこれからの社会教育」
「教育力向上福岡県民運動の推
進と公民館」

第55回 平成22年
8月4日

田 川 市
田川文化センター

「活力ある地域を創造する公民館
活動のあり方」

講　　演
シンポジウム

「地域づくり・まちづくりと公
民館の現代的役割」
「活力ある地域を創造する公民
館活動のあり方」

第56回 平成23年
8月4日

行 橋 市
行橋市民体育館 「新しい公共」とこれからの公民館 講　　演

シンポジウム

「『新しい公共』とこれからの公
民館」
「これからの公民館運営と役割」

第57回 平成24年
8月2日

北 九 州 市
八 幡 市 民 会 館

「絆づくりと活力あるコミュニティ
の形成」に向けて

講　　演
インタビュー・
ダイアローグ

「地域の絆を深め、活力あるコ
ミュニティを創造する公民館の
役割」
「元気の出るまちづくり」
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第58回
平成25年
8月29日
～30日

福岡国際会議場
福岡サンパレス
福 岡 市 民 会 館

「活力と魅力あるコミュニティづ
くりをめざして」～自立・協働・
創造の実現は公民館から～

分科会（7）
記念講演

※�第64回九州地区公民館研究大
会（福岡大会を兼ねる）

第59回 平成26年
7月31日

春 日 市
クローバープラザ

「地域の課題解決や活性化に向け
た公民館活動のあり方」

講　　演
インタビュー・
ダイアローグ

「地域の活性化に向けた公民館
の役割」

第60回 平成27年
8月4日

岡 垣 町
岡垣サンリーアイ

「地域に活力を生み出す公民館の
役割」

講演
シンポジウム 「活力を生み出す公民館」

第61回 平成28年
8月10日

久 留 米 市
久留米シティプラザ 「ひとを育て、まちを育む公民館力」

講　　演
インタビュー・
ダイアローグ

「地域の課題解決に向けて、『公
民館』はどうあるべきか？」

第62回 平成29年
8月10日

筑 後 市
サ ザンクス筑 後

「公民館が核となった人づくり・ま
ちづくりの可能性を求めて」

講　　演
インタビュー・
ダイアローグ

「持続可能な地域づくり・人づ
くりに向けた公民館の可能性
は？」

第63回 平成30年
8月10日

飯 塚 市
イイヅカコスモスコモン

「持続可能な地域に向けて　公民
館が進む道」～この時代だからこ
そ必要とされる地域の拠点である
ために～

講　　演
インタビュー・
ダイアローグ

「地域を元気にする公民館の仕
掛け」
「地域を元気にし、住民から必
要とされる公民館」
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公益社団法人  全国公民館連合会

■公民館の施設・設備等＊の欠陥や
業務運営のミスにより、第三者に
ケガをさせたり、財物を損壊した
ことにより、公民館が法律上の
賠償責任を負担しなければなら
ない場合に補償

■公民館事業や業務に携わる方の
公民館業務中のケガを補償

●公民館事業や業務に携わる方の
病気や業務外のケガ、業務中の
地震によるケガに死亡弔慰金や
入院見舞金をお支払いします。

1.

公民館総合補償制度

行事傷害補償
【災害補償保険（公民館災害補償特約、
熱中症危険補償特約）+見舞金制度】

（SJNK18-12323）作成日 2018年12月26日［1812K-○223］

このご案内は、本制度の概要を説明したものです。詳しい内容につきましては『2019年度版マニュアル 公民館総合補償制度の手引き』をご覧ください。
また、本制度全般のお問い合わせ、資料請求等は、エコー総合補償サービスまたは損保ジャパン日本興亜までお寄せください。

本制度は、公益社団法人全国公民館連合会（全公連）の制度です。市町村の公民館および自治公民館、また社会教育法
に定める「公民館の目的」に寄与する施設等で公民館に準ずるものとして全公連が加入を認めたものは、名称を問わず
ご加入いただけます。指定管理者制度を導入された施設もご加入いただけます。

■公民館行事参加者のケガを補償
■公民館利用者のケガを補償
■行事往復途上のケガを補償
■行事の事前練習や事前準備、後片
付けでのケガを補償
■食中毒や熱中症を補償

●急性疾病に、死亡弔慰金、入院
　見舞金をお支払いします。
●特定災害により公民館建物や
その収容動産に損害が発生した
場合に、見舞金をお支払いします。

●全公連が運営する『見舞金制度』に『保険』を組み合わせた公民館や類似公民館の専用の制度で、安心して公民館
活動を行っていただけるよう幅広い補償になっています。

●年1回の手続きで年間の主催、共催行事が対象になり、個別の行事の通知は不要です。うっかりして保険の
手配を忘れる心配がありません。

●同一市町村内で10館以上まとめて加入されると、行事傷害補償の保険料と見舞金制度掛金に割引が適用できます。
●職員災害補償の保険料には、団体割引25％、過去の損害率による割引25％を適用しています。

※公民館が所有、使用または管理する
　財物への賠償事故などは対象になり
　ません。
＊施設にある昇降機（エレベーター、
　エスカレーター）の所有、使用、管理
　に起因する賠償責任も含みます。

2. 賠 償 責 任 補 償
【賠償責任保険（施設所有管理者特約、
昇降機特約）】

3. 職 員 災 害 補 償
【普通傷害保険（就業中のみの危険補償特約）
+見舞金制度】

３ つ の 補 償 で 公 民 館 活 動 を サ ポ ー ト

公 民 館 総 合 補 償 制 度 の 特 長
（１） 補償範囲や対象者が広い、公民館専用の制度です。

（２） 年１回の手続きで安心です。

（３） 掛金の割引制度もあります。

★行事傷害補償制度のここがおすすめ★
■日本国内であれば行事の場所は問いません。　※別に定める危険な運動中等は対象外です。
■行事参加者や利用者の居住地は問いません。
■公民館公認のサークル活動参加者や有償・無償を問わず公民館ボランティアや講師も補償します。
■公民館が他の団体等の行事に派遣する行事の参加者も補償します。
■宿泊をともなう行事も対象です。

【補償例】 【補償例】【補償例】

　保　険

●職員が業務中に脚立から転落して負傷。

見舞金制度

　保　険

●バレーボール大会参加者が転倒して負傷。
●テントの張り方が悪く風で飛ばされ、行事
　来場者の車を破損。

2019年度（2019年5月1日～2020年5月1日）

見舞金制度

　保　険

〒101-0047 東京都千代田区内神田2-6-9

■取扱代理店（お問い合わせ・資料請求先）

エコー総合補償サービス株式会社

TEL : 0120 - 636 - 717（通話料無料）
FAX : 0120 - 226 - 916（通話料無料）

営業開発部第三課
〒160-8338 東京都新宿区西新宿1-26-1
TEL 03-3349-3820　FAX 03-6388-0157

■引受保険会社

損害保険ジャパン日本興亜株式会社
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　４月の第３日曜日に行われる等覚寺の松会は、かつて山伏の修験の場として
栄えた等覚寺地区に約千年以上にわたり受け継がれている修験道の祭礼です。
特に松会当日、施主盛一臈が高さ三十三尺（約11メートル）の松柱に登り、大
幣を太刀で切り落とし豊凶を占うとされる「幣切り」は、全国に唯一等覚寺に
のみに残る貴重な行事です。

　青龍窟は、カルスト台地平尾台の東側に位置しており、長さ1,785ｍ以上、
高度差65ｍで平尾台にある200ほどの洞窟の中でも最も大きな洞窟の一つで
す。洞口ホールには、かつての山岳修験道等覚寺の行場や奥の院があったとさ
れており、現在も「等覚寺の松会」の行事がおこなわれています。洞窟の奥か
らはトウヨウゾウ・ナウマンゾウなどの絶滅した動物の化石がみつかっており

「化石の宝庫」とも呼ばれています。

　石塚山古墳は、前方部二段、後円部三段からなり全長130メートルに復元でき、
古墳時代前期としては九州で最大級の前方後円墳です。地元の宇原神社に石塚
山古墳出土品として、三角縁神獣鏡７面等が現存し、国の重要文化財に指定さ
れています。

　苅田町は、日本有数の企業が集まる工場の町でもあります。昼間とは違う表
情を見せる工場の夜景は、工場夜景ファンの中でも、特別なスポットの一つと
なっています。その特徴は、複雑かつ立体的な配管と全体を美しく彩る採光です。
海にその光が反射し、幻想的な世界が広がります。

等覚寺の松会
（国指定重要無形民俗文化財）

石塚山古墳
（国指定史跡）

工 場 夜 景

　福岡県公民館連合会では、市町村の特色ある公民館活動や公立公民館一覧、県公連の活動状況、
実践交流会で発表された実践事例等をホームページに掲載し、情報提供に努めています。

　YahooやGoogleなどの検索サイ
トから「福岡県公民館連合会」と入力
してもご覧になれます。

○「お知らせ」に新着情報を掲載して
いきます。

○「福岡県公民館大会誌」にこれまで
の大会誌を掲載しています。

　年３回ホームページ上で発行してい
ます。（７月、11月、３月）

○市町村のページ特集
　「特色ある公民館活動」
○こちら県公連

福岡県公民館連合会ホームページ

福岡県公民館連合会ホームページ http://www.fukuokaken-kominkan.jp/

県公連と県内公民館を結ぶ
情報誌です。

定期更新（年３回）以外に、新着情報の随時更新を行います。
ぜひ、ご覧ください。

青　龍　窟
（国指定天然記念物）

せい　　りゅう　　くつ

と　かく　じ まつ　え

もりいちろう

と  かく  じ まつ  え



令和元年７月26日（金）
苅田町立中央公民館

福岡県公民館大会
第64回

福岡県公民館連合会、福岡県教育委員会主  催

石塚山古墳
（国指定史跡）
石塚山古墳
（国指定史跡）

撮影者：小林 哲朗

青龍窟
（国指定天然記念物）

青龍窟
（国指定天然記念物）

せいりゅうくつせいりゅうくつ

工場夜景工場夜景

等覚寺の松会（国指定重要無形民俗文化財）

と かく じ
えまつ




